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● 会 長 報 告        山田 賀昭君 

みなさんこんに

ちは 

本日の例会は外

部卓話 藤枝ロ

ータリークラブ 

OB であります

酒向謙次様を講

師にお迎えして、日本の医学の歴史 漢方薬と

健康について卓話していただきます、よろしく

お願いいたします。 

私の健康の悩みは血圧が高いことです。日常は、

気圧酸素 ROOM にて血流、血中中酸素濃度の安

定につとめ、水素酸素発生装置で体内に水素 

を取り入れ、体の酸化を抑制し、また菊芋エキ

スも毎日飲んでいます。菊芋にはイヌリンが多

く含まれており、腸内の善玉菌を増やし血糖値

抑える効果があり、血圧の上昇を抑えるカリウ

ムも豊富に含まれている健康食品です。そして

茶葉を真空状態で加工したギャバロン茶をのみ

アミノ酸を沢山吸収していますが、なかなか血

圧は改善されません、オムロンの血圧時計で 

記録したデーターを送信して診断されたことは、

血圧は何故か水曜日がいつも高くなっているの

でどうしてでしょかと質問されました、ロータ

リーの例会日です楽しく時間をすごしているの

にびっくりしました、ストレスを受けているの

でしょうか、出席スマイルでの出席率の発表に

はドキドキしますがストレスにはかんじて 

ませんが何故でしょう、現在は、岡部のほしの

クリニックにて薬を服用し安定してますが、薬

の副作用も気になります。是非 血圧にきく漢

方薬がありましたら教えて下さい。 

藤枝ロータリークラブの健康度は大変良いと

思います 

1.例会にて四つのテストを唱和、重視し個人生 

活、社会生活、職業生活に適用している 

 

2.会員相互に思いやりの心を持ち他人を理解す 

るクラブである 

3.ロータリーは知り合いを広めることのできる 

機会があり絶好のクラブである 

4.問題意識や目標意識が強いほど必要な情報、 

相談はロータリーから得られるクラブである 

5.クラブは、奉仕プロジェクトや例会プログラ 

ムを常に心がけて進め 

6.事業を通じて奉仕の真の目的を理解できる 

7.委員長や副委員長の役職を十分生かす活発な 

委員会活動されている 

8.みんなが仲良く，誰とでも話し合いができる 

雰囲気がある 

9.藤枝クラブには、素晴らしいビジョン声明が 

ある 

10.クラブの雰囲気はとても良く、威圧的な人が 

居なくてよい 

11.クラブ人数構成は良く 40～50人の構成を 

維持したい。新会員への思いやりと親切なフ 

ォローがされている。 

 

会員満足度のよい健康的なロータリークラブで

す、7月より 2024-25年度 

がスタートします。平野会長をもり立て、楽し

いクラブ事業を進め奉仕の理念 

を学んでいきましょう。 

クラブを元気にする漢方薬もご指導ください。 

● 理 事 会 報 告        村松 繁君 

・新旧引継会について、再度確認とご案内があ 

りました。 

・藤枝市みどりをすすめる会総会について、会 

長が出席いたします。 

・藤枝市暴力追放推進協議会総会について、会 

長が出席いたします 

 

 

。 
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● 出 席 報 告         青島 彰君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

30／40 75.00％ 32／40 80.00％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○内田君 江﨑君 ○大杉君 ○落合君 河森君 

○北島君 ○菅原君 ○鈴木邦君 ○鈴木舜君 

○仲田晃君 ○松田君 望月君 

※〇印は欠席連絡あり 

(２)メークアップ者 

北島 毅君（6/7藤枝南） 

鈴木 邦昭君（6/7藤枝南） 

● ゲ ス ト                        

酒向 謙次様 

● スマイル B O X        青島 彰君 

・私の長男真言（マコト）が６月１５日結婚式

をあげます。明るくしっかりした嫁を迎えるこ

とができ嬉しいかぎりです。仕事もお世話にな

った鈴与さんを退職し４月から我社でスタート

致しました。一年間皆さんのおかげで会長つと

めることができ感謝申し上げます。最終例会宜

しくお願いします。       山田賀昭君 

 

スマイル累計額 １６９，０００円 

● 外 部 卓 話                   

 

日本の医学の歴史 

「漢方薬と健康に 

ついて」 

 酒向 謙次様 

 

 

本日は卓話の機会を与えて頂き光栄に存じます。

前職はツムラで漢方一筋でやって参りましたの

で、医学史の中でも時代の変革期に起こった脚

気論争は、大変興味がある事象ですので、少し

考察を述べたいと思います。 

日本が西洋の科学技術を積極的に導入し始めた

時期に発生し、国内の医学界だけでなく、社会

全体に大きな影響を与えましたので、この事象

を医学史的視点と社会的視点から考察をしてみ

たいと思います。 

「医学史視点」 

脚気はビタミン B1 不足によって引き起こされ

る病気で、神経系障害、心不全、浮腫など症状

を引き起こします。毎時時代において、多くの

人々がこの病気に苦しみ、特に軍隊や学校、工

場などの集団生活を送る場所で発生した。当時

の主流となっていたのは、脚気が「脚気菌」に

より伝染病であるという説でした。森鴎外は陸

軍軍医総監であり、東京帝国大学でドイツ医学

を学んでおり脚気菌説と取って、治療するも多

くの脚気死亡者をだした。ドイツ医学は、病人

を研究の対象とした原理主義的な医学であり、

原因が分からないと治療が成り立たない、これ

に対して、高木兼寛（鹿児島医学学校で英医ウ

イルスに学んだ）など一部の研究者（海軍軍医

総監の高木兼寛）は、脚気が栄養失調によるも

のだと主張し、特に白米の精白による栄養素の

損失が原因とみて、未精白米の食用を推進した。

海軍における脚気死亡者は陸軍に比べ甚だ少な

かった。高木が学んだ英国医学は患者中心の実

証医学です。高木は、ヨーロッパでは全く見ら

れなかったこの脚気という病気の原因をはぐる

べく、兵士を取り巻く環境、衛生面や衣服、食

事などを綿密に調べ、と勲位炭素と窒素の割合、

すなわち炭水化物とタンパク質の割の割合を調

べ、結果食事に関係があるのではないかと考え、

実態調査などを行いました。森からすると高木

たちの手法は、泥臭く見えたかも知れません。

高木は、後、東京慈恵会医科大学を創設し、校

訓として「病気を見ずして病人を見よ」という

言葉を残した。 

「社会的視点」 

明治時代の日本社会における科学技術の需要と

応用、そしてその社会への影響を浮き彫りにし

た。西洋医学の導入は、日本の伝統的な医学観

と新しい科学的方法との間で緊張を生じさせ

ました。また、政府は軍隊や学校での脚気の流

行を抑える為に、化学的根拠に基づく対策を講

ずる必要があり、国の近代化と人々の健康改善

という二つの目的を達成しようとした。さらに、

この論争は、社会的な側面を持っていた。精白

米が高級品とされていた背景には、社会的ステ

ータスや経済的利益が絡んでおり未精白米の推

奨は、そのような価値観に挑戦することであっ
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たと思われる。 

追伸：明治時代の近代化は医学にもおよび、「脚

気論争において、実地に富む漢方が西洋医側を

凌ぐ形勢であったが、旧い週間にとらわれて治

療法を秘密にする傾きがあり、一般の信用を失

う結果となった」1883年に医術開業試験規則及

び医師免許規則をだし、漢方が、制度上日本の

正当な立場を失った。 

●ロータリーの友紹介   仲田 廣志君 

『ロータリーの友  

6月号紹介』 

横組 7-13頁 

６月は、ロータリ

ー親睦活動月間 

広げよう！ロータ

リー親睦活動の輪 

1921年、ロータリーの創始者、ポール・ハリス

は、スコットランド・エデンバラの年次大会で

“ロータリーの原動力は親睦です ”と述べまし

た。それから 100年以上たった現在でも、親睦

がロータリーの根幹にある。付き合い委が希薄

になりがちなネット社会の時代こそ、親睦の重

要性はより高まっている。ロータリーには共通

の趣味や関心をもった世界中の会員が集う、RI

公認の親睦グループが 100以上ある。ロータリ

ーの親睦活動の定義やその認定基準と 100以上

ある活動グループ名が 12-13頁に紹介されてい

る。 

横組 8-11 頁にヘヴィ―メタル愛好家の親睦グ

ループの記事。ヘビィメタルとは、ロックミュ

ージックのジャンルの一つ、電気的に極度にゆ

がめた金属的なサウンドが特徴。ロータリアン

メタルヘッドフォローシップ（RFM）会長のフィ

リックス・ハインツ氏の記事と日本人初めての

RFM会員と 2人目の会員の対談の記事。“好きな

物が同じだと、言葉の壁は感じない”“いろんな

ジャンルから好きものを聴く、ロータリーも同

じだと思う” 

横組 14-19頁 パキスタンのポリオ最前線の記

事 

5 月号ではパキスタンの基礎知識や現地のポリ

オ根絶活動についての紹介でしたが、今月号で

は日本チームの現地での活動報告について等の

記事が掲載されている。 

横組 29頁 ロータリーアットワーク 

せせらぎ三島 RCの記事 

「何とかしよう！子供の孤独」をテーマとした

IM 

横組 4-8頁 筑波大学医学医療系 災害・地域

精神医学教授 太刀田弘和氏の記事 

ポストコロナのメンタルヘルスと自殺予防のテ

ーマでの講演記事 

今日でロータリーの友も最後となりました。拙

い紹介にお付き合いくださいました皆さんにお

詫びと感謝を申し上げます。ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四つのテスト 

ソングリーダー…… 朝比奈 孝幸君 

ソング…… それでこそロータリー 
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《7 月の事務局開局日時》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／武田 浩英君） 

月 火 水 木 金 

1 2 3 4 5 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

8 9 10 11 12 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

15 16 17 18 19 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

22 23 24 25 26 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

29 30 31   

 

 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

  

※ 開局日時は変更になる場合があります。 

    最新の情報は、ホームページでご確認ください。 

事務局 

〒426-0037 

藤枝市青木 1-11-10 アクセス 21 

TEL054-647-2300 FAX054-647-2040 

E-mail: club1972@fujieda-rotary.org 


